
https://www.kaggle.com/competitions/word2vec-nlp-tutorial

庭師

• Gemini, Notebook LM, ちょっとだけChatGPT

• Kaggle環境で実行, 自PC(Core i7-11700K+RTX3060(12GB))

庭子アバター v01.60a WIP中



この資料を作成した方法と内容

• 作成方法

• GeminiとChatGPTで、コンペ概要、EDAを実施。

• どちらも65MB級データは読み込みめた。

• 比べた結果、Geminiの方が解析能力が良さそう。

• Geminiを選択。

• pptxに経緯を記録

• Geminiに最高スコアを狙うコーディングさせる。

• 最初はKaggle Notebook環境使っていたが、T4 x2

環境よりも、自PC(Core i7-11700K+RTX3060)

の方が高速だとわかり、自PCメインに切り替え。

• Geminiに経緯記録したpptxもuploadして、レポート

作成。

• そのレポートをNotebook LMに渡してスライド作成

• レポートの内容

• コンペ紹介、概要

• EDA、髙スコアを出すコツ

• コーディング説明、推移

• まとめ
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Claude Codeの首位陥落。CodexがシェアNo.1へ。

• Claude Codeの首位陥落。CodexがシェアNo.1へ。 ～データで見る2026年3月のAI Coding

の動向まとめ～ 2026/04/04

• https://qiita.com/kotauchisunsun/items/ab78bb338500b4c71103
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•2026年2月中旬、国防総省
がアンソロピックのAIソフトの
軍事利用において、最新の提
案を拒否したことが報じられ
ました。

Codexは、ChatGPT plusで使える。
Claude Codeより安そう！

でも今回は Gemini で実行

https://qiita.com/kotauchisunsun/items/ab78bb338500b4c71103
https://qiita.com/kotauchisunsun/items/ab78bb338500b4c71103


コンペを説明して

• このコンペティション「Bag of Words Meets Bags of Popcorn」は、Kaggleが自然言語処理（NLP）の初心者向けに提供している
「Getting Started」コンペの一つです。

• 映画のレビュー文を読んで、それが「肯定的（ポジティブ）」か「否定的（ネガティブ）」かを判定する**感情分析（Sentiment Analysis）
**をテーマにしています。

• 以下に、コンペの概要、データ、学ぶべき主要技術をまとめました。

1. コンペの概要

• 目的: IMDB（映画データベース）のレビューテキストを解析し、そのレビューがポジティブ（1）かネガティブ（0）かを予測する。

• 形式: 2値分類問題。

• 評価指標: AUC (Area Under the ROC Curve)。予測の正確さを測る指標です。

2. データセットの内容

データは非常にシンプルで扱いやすい構成になっています。

• 学習データ (labeledTrainData): 25,000件のレビュー。ID、感情ラベル（0 or 1）、レビュー本文が含まれます。

• テストデータ (testData): 25,000件のレビュー。感情ラベルは伏せられており、これを予測して提出します。

• ラベルなし追加データ (unlabeledTrainData): 50,000件のレビュー。Word2Vecなどの「教師なし学習」に利用するために提供されて
います。
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Submission Limits

You may submit a maximum of 5 entries per day.

でもlate submissionなので100エントリー/日出来るようだ



3. このコンペで学べる主要な手法

このコンペはタイトルにある通り、伝統的な手法（Bag of Words）と、当
時革新的だった手法（Word2Vec）の両方を比較・学習できるよう設
計されています。

① Bag of Words (BoW)

文章を「単語の袋」として扱い、どの単語が何回出てきたかをカウントし
てベクトル化する手法です。

• 特徴: シンプルで強力ですが、単語の順序や意味（文脈）は無視され
ます。

• よく使われるモデル: Random Forest, Logistic Regressionなど。

② Word2Vec (Googleの手法)

単語を多次元のベクトルで表現し、単語同士の意味的な近さを計算で
きるようにする手法です。

• 特徴: 「王様 - 男性 + 女性 = 女王」のような計算ができることで有
名です。文脈をある程度考慮した特徴量を抽出できます。

• このコンペでの役割: ラベルのない大量のデータを使って単語ベクト
ルを学習し、それを分類モデルに活用する方法を学びます。

4. 進め方のステップ（チュートリアル形式）

Kaggle公式が丁寧なチュートリアルを用意しており、以下の順にス
テップアップできます。

1. Part 1: 基本的なテキストクリーニング（HTMLタグ削除、ストッ
プワード除去）と Bag of Words を使った分類。

2. Part 2: Word2Vec を使って独自の単語ベクトルを学習させる。

3. Part 3: 学習したベクトルを使って、文章全体のベクトルを作り
（平均化など）、分類器にかける。

5. なぜこのコンペがおすすめか？

• NLPの基礎が詰まっている: テキストの正規化（BeautifulSoup
やNLTKの使用）から、最新の深層学習への入り口まで一通り体
験できます。

• データが綺麗: 映画レビューという、感情がはっきり出やすいテ
キストなので、初心者でも比較的高い精度が出しやすく、達成
感があります。

自然言語処理をこれから始めたい人にとって、登竜門として最適
なコンペティションです。まずは Python の scikit-learn で

BoW を試すところから始めるのが王道です
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データサイズ

• 一番大きいので65MB。

• このサイズだと、ChatGPTでも、Geminiでもデータ

をuploadできた。
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データの一例：labeledTrainData.tsv
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値 意味 (Sentiment) 内容の例

1 Positive (肯定的)
「面白い」「感動した」「俳優の演技が素晴らしい」
「また見たい」など

0
Negative (否定
的)

「つまらない」「時間の無駄」「脚本がひどい」「がっ
かりした」など



sentiment 1, 0 の意味は？
• このコンペにおける sentiment の 1 と 0 は、映画レ

ビューの感情が「肯定的」か「否定的」かを示すラベル

です。

• なぜこれが重要なの？

• このコンペの目的は、学習データ

（labeledTrainData.tsv）を使って、「1 か 0 か」を予

測するモデルを作ることです。

• 1（Positive）の予測確率: モデルが「このレビューは

80% の確率で 1 だ」と判断すれば、そのレビューはポ

ジティブ寄りであると解釈されます。

• 評価指標（AUC）: このコンペでは、単に「1か0か」を当

てるだけでなく、**「どれくらい自信を持って1（または

0）と言えるか」**という確率の正確さがスコア（AUC：

Area Under the ROC Curve）に直結します。

• データの傾向（アップロードされたファイルより）

• 提供された labeledTrainData.tsv を見ると、以下

のような特徴があります。

• IDの法則: id が "5814_8" のようになっていますが、

アンダースコアの後の数字（この場合は 8）は、元の

IMDBでの10点満点の評価スコアです。

• スコア 7以上 → sentiment: 1 (Positive)

• スコア 4以下 → sentiment: 0 (Negative)

• ※ 5点〜6点の中間的なレビューは、あえてデータか

ら除外されており、感情がはっきり分かれるように

なっています。

• 最高スコアを出すためには、単に単語を拾うだけで

なく、これら「極端な感情表現」をモデルにいかに学

習させるかがカギになります！
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